
岐阜県の一体的実施

県と労働局・ハローワークが連携し、岐阜県総合人材チャレンジセンター「ジン
チャレ！ぎふ」において、県が行う就労支援業務等と国が行う職業相談・職業紹介等
を一体的に実施。

１ 事業内容
 岐阜県シンクタンク庁舎２階の「ジンチャレ！ぎふ」で、就労相談・職業紹介を実施。

２ 協定・事業計画
○ 岐阜県知事と労働局長の間で協定（＊）を締結
○ 数値目標を盛り込んだ事業計画を岐阜県と岐阜労働局の間で策定

＊ 協定の実施等について相互に要望することができ、出された要望には誠実に対応する旨を規定

県 国

① 就労相談業務
能力開発や就活ノウハウなどの就労相談等

② 県内企業への就職促進業務
合同企業説明会や出張相談会の実施、県が
 独自収集した企業情報の提供

③ 県外からの人材獲得支援業務
  ３大都市圏における就職相談会の実施等

④ 就職セミナー業務
⑤ 弁護士相談
⑥ その他の必要な業務

平成27年4月1日事業拡充

① 職業相談・職業紹介業務
② 雇用保険受給窓口に関する案内業務
③ 職業訓練情報の提供、相談業務
④ その他必要な業務

岐阜県総合人材
チャレンジセンター

平成24年4月1日事業開始

令和5年4月1日実施拠点を1ヶ所に変更



（１） 実施体制

岐阜県

国

○運営マネージャー １名
○受付担当者 １名
○総務・広報担当者 １名
○就労相談員 ３名
○ＵＩＪターン相談員 ２名

岐阜県総合人材チャレンジセンターでの相談体制

ジンチャレ！ぎふ

○就職支援ナビゲーター ５名

求人情報提供パソコン １１台

ハローワーク岐阜
薮田サテライト



（２） 事業目標と取組状況（８年度）

岐阜県総合人材チャレンジセンター（ジンチャレ！ぎふ）

目 標（年度）

 ○利用者数 10,500名以上 (11,800)

 ○相談件数 11,100件以上 (10,600)
 ○就職件数            1,070件以上 (1,280)
 ○就職率              49.0％以上 (48.0%以上)
○求職者取り繋ぎ件数   510件以上 (370)

実 績（８年６月末時点）
 ◇利用者数       2,542名 (2,812)
 ◇相談件数      2,648件 (2,841)
 ◇就職件数     243件 (272)
 ◇就職率           57.4％ (54.3％)
◇求職者取り繋ぎ件数  79件 (176)

※カッコ書き内は、前年度の目標及び前年同月の実績



一体的実施事業(岐阜県)による就職成功例
男性：60代 希望職種：施設警備員

① 抱える課題
・前職はパワハラで退職したため、同じようなことが起きるのか心
配 転職先の選択にも慎重。

・退職理由のまとめ方・伝え方について迷いがある。

○ 就職支援ナビゲーターの所感
・初めは前職を辞めた理由のことで就職活動も積極的には出来な
 い様子だった。雇用保険受給手続きを済ませ、じっくり探して
 いくことで気持ちに余裕が出来た。相談を重ねていく中で前向
きな気持ちを取り戻し、応募書類作成支援・準備も整い応募を
決意。複数応募も考えたが、１つ１つ丁寧に進めていきたいと
いう本人の希望が叶い良かったと思われる。

② 支援内容・ポイント・経過
・希望する施設警備員の求人票を多数情報提供。
・応募書類の作り方アドバイス。
・応募書類添削、面接対策でジンチャレを積極的に活用するよう   
ジンチャレを案内。

○ 本人のコメント
・希望していた施設警備員で採用になりました。初めは大変だと思
いますが、頑張ります。色々とありがとうございました。

○ 薮田サテライトへ来所された理由
・岐阜所よりも自宅から近いHWで、ジンチャレによる一体的支援 
を受けられるため。

③ 結果
・施設警備スタッフ ／ 契約社員

③ 結果
・調理補助 ／ パート

女性：50代 希望職種：軽作業

○ 薮田サテライトへ来所された理由
・ハローワークとジンチャレによる一体的支援を活用するため。

○ 本人のコメント
・病気になってから出来ないことが増え、仕事の難しさを感じて
いましたが、今は焦らず無理をせず、自分のペースで前向きに
取り組んでいこうと思っています。

① 抱える課題
・職場から十分な配慮が得られない状況で働く中、離転職を繰り
返しており、病気の後遺症を抱えながら就労を続けることに強
い不安を感じている。

② 支援内容・ポイント・経過
・定期的に就労への不安や希望条件を深掘りして、判断軸と選択
肢を明確化。

・応募への不安を軽減するため、事業所へ業務の詳細を事前確認。
・面接を振り返り、不調の理由と具体的な改善策を話し合う。
・ジンチャレ予約カウンセリングを積極的に利用。

○ 就職支援ナビゲーターの所感
・当初は気持ちに余裕がなく、悲観的になることも多く見られま
したが、事業所へ業務内容（重量物の有無など）を確認しなが
ら慎重に応募を検討する中で、少しずつ自信を回復していきま
した。その結果、面接では前向きな姿勢を示すことが出来た。
それが採用の決め手の１つになったと感じている。
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